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2013年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について

受付番号／承認番号 審査結果 2013年4月12日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年4月23日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年5月10日　承認 

所属 国際関係研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年6月25日　承認 

所属 先端総合学術研究科 職名 非常勤講師

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月5日　承認 

所属 映像研究科 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

～　2014年1月31日

マインドフルネスと衝動性の関係

前回条件付承認（2013.4.12）における下記委員会所見に対し、2013年4月18日付の回答にて説明・同意書および審査申請書の修正が
確認されたため、承認とします。
①今後行う予定の研究にも引き続き協力希望する研究対象者については、質問紙への記名を求めているため、説明・同意書の“この
質問紙は無記名で”という一文を削除すること
②審査申請書にて、個人情報を収集する研究対象者と個人情報を収集しない研究対象者がいることを明記し、前者について個人情報
の匿名化の方法を詳細に説明すること

衣笠-人-2013-4

申請研究者
山本　崇記

前回条件付承認（2013.6.12）における下記委員会所見に対し、2013年6月18日付の回答にて別添資料の提出、説明・同意書および審
査申請書の修正が確認されたため、承認とします。
①研究段階の位置づけとインタビュー内容の詳細を示した資料を別に提出すること
②説明・同意書はそもそも研究対象者に向けての文書であるため、“研究対象者に対して”という説明・同意書内の表現を修正すること
③研究成果の公表に際して、研究対象者に公表内容に関する確認を行う時期を説明・同意書に明記すること
④資金源の詳細を説明・同意書に明記すること
⑤依頼状の宛て先を審査申請書に明記すること
⑥研究参加によって研究対象者にもたらされると期待される利益について、客観的な利益とは判断できない内容があるので削除するこ
と

衣笠-人-2013-5

特になし

～　2014年1月31日

村上　佳栄子

～　2014年10月31日

同和地区におけるエリアマネジメントの導入効果に関する研究―京都市を事例に―

申請研究者
山路　美波

外国人高齢者の高齢介護に関する研究

特になし

衣笠-人-2013-3

申請研究者
岡本　修

立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会

「立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会規程」に基づき、下記のとおり審査いたしました。

衣笠-人-2013-2

＊＊＊　衣笠キャンパス審査委員会（18件の研究計画を審査、1件の変更計画を審査）　＊＊＊

衣笠-人-2013-1

申請研究者

限界集落で暮らし続ける独居高齢者の強さとその意味

以下の点について、留意するよう推奨する。
・同意書に記載されている説明項目が多く、研究対象者の年齢を考えると長時間の説明を聞くこと自体が負担になりうるため、その点
に留意すること

～　2014年1月31日

申請研究者
鈴木　岳海

～　2013年8月31日

科学映像の制作理論と制作（国内実習（研究実践活動））
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受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月30日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月23日　承認 

所属 社会学研究科 職名 博士課程後期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月31日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年8月2日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年8月2日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

衣笠-人-2013-6

前回条件付承認（2013.7.5）における下記委員会所見に対し、2013年7月27日付の回答にて説明・同意書の修正が確認され、また、別
途申し添えた研究実施上の留意事項も申請者から指導教員に報告されたことが確認されたため、承認とします。
①説明・同意書に宛て先を明記すること
②説明・同意書の中の、“対象者本人の同意に基づき” という表現を削除すること

申請研究者
藤田　京子

～　2015年3月31日

ひきこもり当事者からみた、つながりの再構築―ひきこもりの経験と支援機関との接点の振り返りを通して―

衣笠-人-2013-7

申請研究者
 朴　仁淑

～　2014年10月31日

韓国における大都市低所得層高齢者の生活史からみる不安定就労と不安定居住

前回条件付承認（2013.7.5）における下記委員会所見に対し、2013年7月16日付の回答にて説明・同意書の修正が確認されたため、承
認とします。
①データの二次利用に際しては、改めて研究対象者へインフォームド・コンセントを実施すべきであるため、説明・同意書の中の当該部
分を削除すること

衣笠-人-2013-8

前回条件付承認（2013.7.5）における下記委員会所見に対し、2013年7月28日付の回答にて審査申請書の修正が確認されたため、承
認とします。
①研究対象者に対して、質問内容に無理に直面させることのないよう、質問紙は講義終了後に配布し、その後の休み時間や後日改め
て回収するような実施形態にすること
②回答中に研究対象者が気分や体調を悪くする事態も想定されるため、そのような場合には学内の保健センターへ案内する等の対応
を明記すること

申請研究者
鷲岡　ゆき

～　2014年1月31日

青年期における異性間の不健康な二者関係に関する研究―境界例心性の観点から―

衣笠-人-2013-9

申請研究者
藤原　佳世

～　2014年1月31日

加害者からの謝罪が被害当事者にとって持つ意味に関する研究

特になし

衣笠-人-2013-10

申請研究者
飯塚　梓

～　2014年1月31日

児童福祉施設における小学生に対する心理教育的グループアプローチの意義と効果

特になし
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受付番号／承認番号 審査結果 2013年8月9日　承認 

所属 産業社会学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年8月2日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年10月4日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年10月17日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年10月4日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考 特になし

申請研究者
矢口　健太郎

～　2014年1月31日

ヴィパッサナー瞑想がもたらす、気分・感情変化

～　2014年1月31日

word repeatingによる脱フュージョン効果の検討

前回条件付承認（2013.10.4）における下記委員会所見に対し、2013年10月16日付の回答にて説明・同意書の修正が確認されたため、
承認とします。
①審査申請書と説明・同意書の間で研究データの保管期間を統一すること

衣笠-人-2013-18

ASD児の「できる」をキーワードとした他立的自律の促進―横断歩道の横断とジャンケンスキルの形成について―

以下の点について、留意するよう推奨する。
・修士論文に係わる研究協力だけでなく、学会での発表についても保護者の同意を得ること

衣笠-人-2013-16

申請研究者
木虎　隆志

衣笠-人-2013-15

申請研究者
山口　真名美

～　2014年1月31日

衣笠-人-2013-12

申請研究者
安田　祥子

申請研究者
松田　亮三

～　2014年3月31日

歯科医療における「クリニカルリーダーシップ」に関する国際比較研究

～　2014年1月31日

小学生の社会的責任目標と学校適応感との関連―学年差に注目した追跡研究―

特になし

前回条件付承認（2013.8.2）における下記委員会所見に対し、2013年8月9日付の回答にて詳細な事情が説明されたため、承認としま
す。
①申請者が国内の研究における実質的な責任者であるかどうか、すなわち国内調査の内容および方法を実質的に決定する役割にあ
るかどうかを明確にすること
②マンチェスター大学と併せて、当委員会にも審査申請された意図を明確にすること
尚、日本大学の倫理審査委員会においても、審査・承認を受けることが望ましいことを申し添えます。

衣笠-人-2013-13
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受付番号／承認番号 審査結果 2013年10月21日　承認 

所属 応用人間科学研究科 職名 修士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年11月15日　承認 

所属 文学部・心理学専攻 職名 学士課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年11月15日　承認 

所属 言語教育情報研究科 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2014年3月26日　承認 

所属 立命館グローバル・イノベーション研究機構 職名 専門研究員

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

～　2014年1月31日

青年期における「泣くこと」に関する研究―対人的状況に着目して―

前回条件付承認（2013.10.4）における下記委員会所見に対し、2013年10月18日付の回答にて別添資料の修正が確認されたため、承
認とします。
①性格検査を実施する意図を明確にすること

衣笠-人-2013-19

申請研究者
岩田　直子

衣笠-人-2013-20

申請研究者
目々澤　有

～　2014年1月31日

自然災害の被災者における心的外傷後成長(Posttraumatic Growth)―東日本大震災後の宮城県A市を事例として―

特になし

衣笠-人-2012-4（変更申請）

申請研究者
田浦　秀幸

～　2017年3月31日

脳科学による言語処理メカニズム解明研究：言語習得と保持・喪失

以下の点について、留意するよう推奨する。
・審査申請にあたっては、研究実施前に速やかに申請をすること
・謝金の支払いについては、研究部の執行ルールに沿うよう留意すること

衣笠-人-2013-21

申請研究者
田靡　裕祐

～　2014年5月31日

地域の農業と食についての住民意識調査

前回条件付承認（2014.3.14）における下記委員会所見に対し、2014年3月25日付の回答にて調査説明書の修正が確認されたため、承
認とします。
①各回答者への依頼文のページに、連絡先の電話番号と申請者名が記載されている。ここに、申請者の所属先を明記すること
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受付番号／承認番号 審査結果 2013年4月12日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年5月10日　承認

所属 理工学研究科 職名 博士課程後期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月17日　承認

所属 スポーツ健康科学研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月22日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月10日　承認

所属 スポーツ健康科学研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

申請研究者
坂上　友介

～　2015年3月31日

床面の違いが静的及び動的立位バランスに与える効果の検証

抵抗分圧を利用した脳波計測と事象関連電位への応用

脳機能に関する計測実験であり、特に高次情報処理を示す脳波の計測であるので、実験協力者に対する心理的ケアを行うとともに、
実験内容やデータの管理方法についての十分な説明を求めたい。

BKC-人-2013-1

BKC-人-2012-15

～　2015年3月31日

＊＊＊　びわこ・くさつキャンパス審査委員会（25件の研究計画を審査）　＊＊＊

特になし

申請研究者
木村　哲也

BKC-人-2013-2

申請研究者
福村　真耶子

～　2014年3月31日

触覚情報付加が運動学習効果に与える影響

前回条件付承認（2013.6.14）における下記委員会所見に対し、2013年7月1日付の回答により、承認とします。

①被験者への侵襲性を判断する上で、実験に関する詳細な内容について記載すること。
②どのような不利益を被る可能性があるのか、再度ご検討の上記載すること。

BKC-人-2013-3

申請研究者
栗原　俊之

～　2015年3月31日

MRIの特性を活かした、筋活動レベルの筋間および筋内部位差の検証

前回条件付承認（2013.6.14）における下記委員会所見に対し、2013年7月5日付の回答により、承認とします。

①本研究に対し実験期間が3年は長いと判断し、再度検討すること。
②危険や不利益について、被験者への説明文書に記載の内容を加えつつ追記すること。
③研究発表後に不利益が生じたときの対応方法について再度検討の上、修正すること。
④廃棄する個人情報について記載を改めること。

BKC-人-2013-4

申請研究者
青木　拓巳

～　2013年12月31日

歩行を主とした運動介入が高齢者の睡眠およびメンタルヘルスに与える影響

前回条件付承認（2013.6.14）における下記委員会所見に対し、2013年6月26日付の回答により、承認とします。

①コントロール群に対してどのような実験を行なうのか詳細を記載するとともに、コントロール群への説明文書を提出すること。
②危険や不利益等の対応について再度検討すること。
③運動中における不慮の疾患や事故等への対応として、被験者に配慮した内容に訂正すること。

5/9
 2013年度　「人を対象とする研究計画」に関する審査結果の公表について

立命館大学における人を対象とする研究倫理審査委員会



受付番号／承認番号 審査結果 2013年8月1日　承認

所属 スポーツ健康科学研究科 職名 博士課程後期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月29日　承認

所属 スポーツ健康科学研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年7月9日　不承認

所属 規程第820号第15条により不記載 職名 規程第820号第15条により不記載

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年8月8日　承認

所属 スポーツ健康科学研究科 職名 博士課程後期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年10月22日　承認

所属 情報理工学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

前回条件付承認（2013.10.8）における下記委員会所見に対し、2013年10月16日付の回答により、承認とします。
 
①科研費を原資として実施されることから、実験終了日について明記すること。
②研究期間が複数年にわたることから、1年ごとに経過報告書を委員会に提出すること。
③受講生へのインタビュー内容を記載すること。また、同内容を説明文書にも追記すること。

申請研究者
島川　博光

～　2023年3月31日

プログラミング教育におけるポートフォリオの分析に基づくインストラクショナル・デザイン

BKC-人-2013-10

体育の社会的行動に関する知識学習の有効性について

前回条件付承認（2013.8.1）における下記委員会所見に対し、2013年8月5日付の回答により、承認とします。

①評価制度をどう客観的に担保するのか、参考文献に示された方法等を参考にし、記載すること。
②研究倫理等の苦情窓口として、リサーチオフィス（衣笠）ではなく、リサーチオフィス（BKC）を被験者に案内すること。

BKC-人-2013-8

申請研究者
梅垣　明美

～　2014年3月31日

申請研究者
佐伯　武士

前回条件付承認（2013.6.14）における下記委員会所見に対し、2013年7月4日付の回答により、承認とします。

①トレーニング期間について追記すると共に、研究期間について再度検討すること。
②利益相反の有無について記載すること。

BKC-人-2013-6

BKC-人-2013-5

申請研究者
規程第820号第15条により不記載

申請研究者
井口　雅仁

～　2014年3月31日

スプリント走とバウンディング運動における共通点と相違点

規程第820号第15条により不記載

規程第820号第15条により不記載

予備実験が不十分であり、研究方法を再考する必要があると判断し、不承認とした。

前回条件付承認（2013.7.9）における下記委員会所見に対し、2013年7月15日付の回答により、承認とします。

①申請書に記載の内容と説明文書の内容を統一すること。
②説明文書に記載の文面を被験者に対する表現に改めること。
③研究倫理等の苦情窓口を被験者に案内すること。
④説明文書が被験者の手元に残るよう配布すること。

BKC-人-2013-7

～　2014年6月14日

複合運動トレーニングが高齢者の身体に及ぼす影響についての検討
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受付番号／承認番号 審査結果 2013年10月24日　承認

所属 理工学研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年10月18日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 特任助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年11月12日　承認

所属 スポーツ健康科学研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年12月6日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年11月12日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

～　2015年3月31日

居眠り運転防止のための居眠り防止策に関する研究

特になし

前回条件付承認（2013.11.8）における下記委員会所見に対し、2013年12月6日付の回答により、承認とします。

①本研究の内容に対し、実験期間が長いことから、再度検討すること。
②本研究にて支払われるアルバイト単価について、研究費ガイドブックに基づき、単価を見直すこと。
③筋に対する電気刺激について、実験プロトコルを再度見直すこと。

BKC-人-2013-15

申請研究者
塩澤　成弘

申請研究者
後藤　一成

～　2015年3月31日

反動動作による身体運動パフォーマンス増強を生じさせる因子の検証

～　2014年3月31日

多面的な心理指標に基づいた指導法の検討

特になし

BKC-人-2013-14

前回条件付承認（2013.10.8）における下記委員会所見に対し、2013年10月15日付の回答により、承認とします。

①本研究の内容に対し、実験期間が長いことから、再度検討すること。
②本研究にて収集される個人情報の廃棄時期および方法を追記すること。

BKC-人-2013-13

申請研究者
今川　新悟

申請研究者
大塚　光雄

～　2014年3月31日

スプリント走時の加速時における肩甲骨の役割

～　2015年3月31日

筋音図を用いた着圧サポータの筋疲労軽減効果の検証

前回条件付承認（2013.10.8）における下記委員会所見に対し、2013年10月18日付の回答により、承認とします。

①参考文献について、2007年発表とやや時間が経過していることから、最新の文献を提出すること。
②計測誤差については、着圧サポータに起因するものと考えられることから、この点に留意すること。

BKC-人-2013-12

BKC-人-2013-11

申請研究者
村井　彬人
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受付番号／承認番号 審査結果 2013年11月18日　承認

所属 スポーツ健康科学研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年11月12日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2014年1月8日　承認

所属 総合科学技術研究機構 職名 専門研究員

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2013年12月9日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 特任助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2014年1月17日　承認

所属 理工学研究科 職名 博士課程前期課程

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

～　2014年12月31日

短距離走の試合における疾走速度の増加はピッチ・ストライドのどちらによるものか？

特になし

前回条件付承認（2013.12.6）における下記委員会所見に対し、2013年12月18日付の回答により、承認とします。

①歩行を計測する際の足の条件について追記すること。
②同一被験者に対し、何回の実験を実施するのかを明確にすること。
③被験者への謝礼額を記載すること。

BKC-人-2013-19

申請研究者
大塚　光雄

申請研究者
本城　豊之

～　2015年3月31日

斜面並びに階段歩行時に短下肢装具が足関節底屈トルクに与える効果検証

～　2014年3月31日

継続的な運動による体組成、体型、心肺機能の変化に関する研究

特になし

BKC-人-2013-18

特になし

BKC-人-2013-17

申請研究者
塩澤　成弘

申請研究者
増田　一太

～　2014年12月31日

子ども（小中高校生）の座位時腰痛の実態調査

BKC-人-2013-16

申請研究者
小嶋　洋介

～　2014年3月31日

走行時に外反誘導靴下がエネルギー消費に及ぼす効果

特になし

BKC-人-2013-20
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受付番号／承認番号 審査結果 2014年2月24日　承認

所属 理工学部 職名 教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2014年2月14日　承認

所属 立命館グローバル・イノベーション研究機構 職名 専門研究員

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2014年2月14日　承認

所属 総合科学技術研究機構 職名 専門研究員

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2014年2月25日　承認

所属 スポーツ健康科学部 職名 特任助教

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

受付番号／承認番号 審査結果 2014年2月14日　承認

所属 理工学部 職名 准教授

氏名

研究期間（予定）

研究課題名

審査委員会所見／備考

脳波・運動の同時測定による脳-身体ループのタイミングメカニズムの解明

前回条件付承認（2014.2.14）における下記委員会所見に対し、2014年2月18日付の回答により、承認とします。

①紙媒体の保管方法について、鍵のかかる部屋もしくは保管庫などで保管すること。

BKC-人-2013-21

申請研究者
永井　清

～　2014年3月31日

BKC-人-2013-22

申請研究者
菅　唯志

～　2015年3月31日

音楽補充が運動中の酸素消費動態に及ぼす効果の検証

特になし

BKC-人-2013-23

申請研究者
本城　豊之

～　2014年3月31日

美しい歩行の周波数解析と機能性被服の効果検証

特になし

BKC-人-2013-24

申請研究者
野方　誠

申請研究者
本間　俊行

～　2014年4月30日

機能性被服の長期的着用による体型変化の検証

～　2015年3月31日

ランニングフォームの効率評価法の構築

特になし

前回条件付承認（2014.2.14）における下記委員会所見に対し、2014年2月24日付の回答により、承認とします。

①謝金について、どういった場合に支払われるのかが分かるよう追記すること。
②一部意味の分かりにくい記載があるので、被験者にも分かるよう記載すること。

BKC-人-2013-25
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